
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月の全校朝会（10月 31日実施）は、『教室はまちがう

ところだ』（蒔田晋治・作 長谷川知子・絵）を子供たちに読

んで聞かせました。 

 授業を参観していると、自分からどんどん手を挙げられる

子もいれば、なかなか手を挙げられない子もいます。手を挙

げられない子の気持ちはどんなものでしょう。「答えが間違

っていたらどうしよう、恥ずかしい、笑われたら嫌だ」「何て

応えたらよいか分からない」「答えが見つからない」など、

様々なものがあることと推察します。 

 正解を求められることが、学校でも社会でも多いのかなと

感じています。だから、どうしても、正解を答える、間違え

られない、といったプレッシャーを子供たちにかけ過ぎているのかもしれません。まだまだ成長段

階にある子供たち。間違っても堂々と自分の思いや考えを言える教室、人の間違いを受け止められ

る教室になってほしいという願いを込めて読んでみました。 

なしの木 
夢と笑顔と「ありがとう」が 

あふれる 長幡小学校 
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上里の子供たちを育てる合言葉：あいさつ、返事、靴そろえ、集中した清掃（膝つき清掃） 

【校長賞】提出された冊数：１８７冊 １冊以上提出した児童数：７８名 １０月２７日現在 

まちがってもいいんだよ！ 



 

協力し合い がんばる気持ち 忘れずに 

応援合戦：紅組も白組も大きな声が響き

渡りました。歌もとてもよかったです。 

1・2 年生「怪獣の花唄」一つ一つの動きが、とて

も可愛かったです。全身を使って表現できました。 

３・４年生「東音頭」長幡地区の伝統が復活

しました。よく踊り込みました。 

５・６年生「海原を超えて」フラッグを振る音

が力強さと美しさを表現していました。 

紅白対抗リレー：昼休みを使って練習した成

果を存分に発揮できました。 

紅白大玉送り：各組が力を合わせ、優勝目指し

て大玉を送りました。 

 １０月２１日（土）の運動会は、予定していた時間より早く演技等が終了しました。子供たち

の動きが、予行練習のときよりも数段すばらしく、無駄な時間がなかったように思います。保護

者や地域の方に見られていることが、子供たちの意識にもあり、練習以上の力を発揮させたので

はないかと思います。「見てもらう」ことの教育力が、こんなところにも見られるものだと感じ

ました。運動会でしか体験できない感動や喜び等をたくさん味わうことのできる今年の運動会

でした。保護者・地域の皆様の温かい応援に感謝申し上げます。ありがとうございました。 

実りの秋！ 
 ５月１８日に２年生が植え

たサツマイモが実りの時期を

迎えました。大きく育ったサツ

マイモ。成長には、時間も必要

なことを教えてくれます。 


